
　
ロ
ス
タ
イ
ム
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
一
二
月

二
日
、
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
、
32
対
26
と
、
早
稲

田
の
６
点
リ
ー
ド
で
、
後
半
戦
も
終
了
間
際
、

早
稲
田
ゴ
ー
ル
前
で
の
、
激
し
い
攻
防
戦
。
残

る
は
、
わ
ず
か
な
ロ
ス
タ
イ
ム
の
み
。
明
治
が

ト
ラ
イ
。
ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク
成
功
、
33（
ト
ラ
イ

５
点
、ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク
２
点
）対
32
で
、逆
転
勝
利
。

　
ラ
グ
ビ
ー
は
前
後
半
、
各
四
〇
分
間
、
互
い

に
攻
防
を
尽
く
す
。
途
中
、
選
手
の
負
傷
、
交

代
な
ど
、
試
合
の
中
断
が
あ
る
。
中
断
時
間
の

合
計
を
ロ
ス
タ
イ
ム
と
し
、
本
来
の
四
〇
分
間

終
了
後
も
試
合
を
続
行
す
る
。
通
常
、
ロ
ス
タ

イ
ム
の
時
間
は
、
三
分
前
後
だ
が
、
時
間
を
経

過
し
て
も
、
プ
レ
イ
が
途
切
れ
ず
、
続
い
て
い

る
場
合
に
は
な
お
、
試
合
が
続
行
さ
れ
る
。
勝

っ
て
い
る
側
は
、
取
得
し
た
ボ
ー
ル
を
ラ
イ
ン

外
に
け
り
出
し
、
試
合
を
切
ろ
う
と
す
る
。
負

け
て
い
る
側
は
プ
レ
イ
を
中
断
す
れ
ば
、
そ
こ

で
終
わ
り
な
の
で
、
キ
ッ
ク
と
い
う
効
果
的
な

戦
法
が
使
え
ず
、
ひ
た
す
ら
パ
ス
と
ラ
ン
で
攻

撃
を
続
け
、
逆
転
を
狙
う
以
外
に
な
い
。
こ
の

攻
防
が
ラ
グ
ビ
ー
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
。
今
回

の
よ
う
に
ワ
ン
ト
ラ
イ
、
ワ
ン
ゴ
ー
ル
（
合
計

７
点
）
で
逆
転
で
き
る
６
点
差
で
ロ
ス
タ
イ
ム

を
迎
え
た
と
き
、
競
技
場
の
興
奮
は
頂
点
に
達

す
る
。
早
稲
田
も
明
治
の
猛
攻
を
よ
く
凌
い
だ

が
、
終
了
間
際
、
つ
い
に
力
尽
き
、
明
治
に
ト

ラ
イ
を
許
し
、
逆
転
敗
け
を
喫
し
た
。《
ロ
ス

タ
イ
ム
で
は
プ
レ
イ
を
中
断
で
き
な
い
》
と
い

う
テ
ー
ゼ
、
ど
こ
か
人
生
に
似
て
い
る
。

　
今
年
は
七
二
年
の
日
中
国
交
正
常
化
か
ら
四

〇
年
、
本
来
な
ら
ば
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
祝
わ
れ
、
新
た
な
日
中
関
係

の
構
築
に
向
け
て
の
年
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
三
月
の
河
村
名
古
屋
市
長
の
「
南
京
大

虐
殺
は
な
か
っ
た
」
発
言
が
、
そ
し
て
四
月
の

石
原
都
知
事
の
都
に
よ
る
尖
閣
列
島
（
中
国
名

釣
魚
島
）
購
入
構
想
が
、
ぶ
ち
壊
し
た
。「
ハ
ー

メ
ル
ン
の
笛
吹
き
男
」
石
原
は
、
日
中
武
力
衝

突
を
夢
想
す
る
「
愉
快
犯
」
だ
。
橋
下
大
阪
市

長
の
「
従
軍
慰
安
婦
」
否
定
発
言
も
含
め
て
、

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
と
い
う
日
本
を
代
表
す

る
自
治
体
の
首
長
た
ち
の
歴
史
認
識
の
欠
如
し

た
、
発
言
が
、
隣
国
と
の
友
好
を
妨
げ
、
ア
ジ

ア
の
緊
張
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
煽
り
、
求
心
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
中
、

韓
の
首
脳
に
も
問
題
は
あ
る
。
し
か
し
、
仕
掛
け

た
の
は
石
原
ら
だ
）。
そ
れ
が
又
、「
日
米
同
盟
」

の
強
化
（
従
属
の
強
化
）、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の

固
定
化
の
た
め
の
口
実
と
さ
れ
る
。
解
散
、
総

選
挙
の
中
で
、自
民
党
は
、極
右
に
回
帰
し
、「
国

防
軍
」、「
改
憲
」、「
領
土
死
守
」
等
々
の
言
葉

が
声
高
に
語
ら
れ
て
い
る
。「
維
新
」と
い
う
、

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
集
団
も
登
場
し
た
。
経
済
格
差

の
拡
大
な
ど
閉
塞
感
が
強
ま
り
、
何
か
ス
カ
ッ

と
し
た
い
と
い
う
漠
然
と
し
た
雰
囲
気
が
若
い

世
代
を
中
心
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
七
一
年
前

の
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
の
「
日
米
開
戦
」

の
日
、
知
識
人
を
含
め
多
く
の
日
本
人
が
「
ス

カ
ッ
と
し
た
」
気
持
ち
に
酔
い
し
れ
た
。
そ
れ

が
、
更
な
る
大
き
な
転
落
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
た
人
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
歴
史
は
薄
め

ら
れ
て
再
来
す
る
。
私
た
ち
は
、
今
ま
た
同
じ

過
ち
を
繰
り
返
す
の
か
。
戦
後
六
七
年
、
私
た

ち
は
一
体
何
を
し
て
来
た
の
か
。
憲
法
前
文
に

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍

が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決

意
し
、
…
…
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
憲
法
は
悲
惨
さ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。

平
和
憲
法
の
背
後
に
は
ア
ジ
ア
で
二
〇
〇
〇
万

人
、
日
本
で
三
一
〇
万
人
の
死
者
達
が
い
る
。

そ
れ
は
安
倍
晋
三
自
民
党
総
裁
ら
が
声
高
に
語

る
「
尊
い
犠
牲
」
で
は
断
じ
て
な
い
。
理
不
尽

な
非
業
の
死
だ
。
非
業
の
死
を
強
い
ら
れ
た
死

者
達
の
無
念
さ
に
対
し
て
は
、
ひ
た
す
ら
に
そ

の
死
を
悼
む
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
死
者
を
称

え
て
は
な
ら
な
い
。
憲
法
の
理
念
を
よ
く
体
得

し
、
そ
の
内
容
を
実
践
し
な
が
ら
深
め
て
ゆ
く

こ
と
こ
そ
が
、
死
者
へ
の
鎮
魂
と
な
る
。

　
敗
戦
の
年
に
生
ま
れ
、
戦
後
民
主
主
義
下
で

育
っ
た
私
た
ち
の
世
代
も
、
ぼ
つ
ぼ
つ
「
ロ
ス

タ
イ
ム
」。
脱
原
発
、
脱
石
原
都
政
、
偏
狭
な

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
な
く
、
平
和
を
ア
ジ
ア
に

発
信
す
る
「
宇
都
宮
け
ん
じ
」
を
擁
し
て
闘
っ

た
東
京
都
知
事
選
挙
、
残
念
な
が
ら
敗
れ
た
。

し
か
し
、
多
く
の
多
様
な
市
民
が
参
加
し
、
闘

い
の
継
続
を
誓
っ
た
。
ロ
ス
タ
イ
ム
で
は
プ
レ

イ
を
中
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
昔

《
連
帯
を
求
め
て
孤
立
を
恐
れ
ず
、
力
及
ば
ず

し
て
斃
れ
る
こ
と
を
辞
さ
な
い
が
、
力
尽
く
さ

ず
し
て
挫
け
る
こ
と
を
拒
否
す
る
》
と
啖
呵
を

切
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
ん
な

ギ
ス
ギ
ス
し
た
社
会
を
孫
た
ち
に
引
き
継
が
せ

る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
だ
。

　  「ロスタイム」では
 　 プレイを中断できない

内う
ち

田だ

雅ま
さ

敏と
し

（
弁
護
士
）


